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一
月
十
六
日
、
日
韓
法
的
地
位
協
定
に
基
づ
く

「
永
住
権
申
請
」
は
期
限
切
れ
を
迎
え
た
。

一
九
六
六
年

一
月
十
七
日
か
ら
五
年
間
に
、
在
日
朝
鮮
人

六
十

一
万
人
の
う
ち
、
二
八
万
人
前
飯
が

「
永
住
権
申
請
」
を
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
日
韓
法
的
地
位
協
定
は
、

「
水
住
権
申
請
」
を
テ
コ
と
し
て

「
韓

国
籍
」
を
強
要
す
る
と
と
も
に
、
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
を
細
分
化
・
不
安
定
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る

「
同
化
と
追
放
」
政
策

サ

の
根
幹
と
な
る
も
の
こ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昨
年
八
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
朝
鮮
籍
へ
の
国
籍
書
換
え
運
勤
へ
の
支
援
闘
争
を
は
し
め
、
不
充
分
な
が

ら
も
闘
い
が
展
開
さ
れ
て
さ
た
。
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
こ
の
間
の
闘
争
の
集
絢
と
し
て
、
自
揖
体
闘
争
を
は
し
め
東
京
、
大
阪
な
ど
で
総
決

起
集
会
が
闊
か
れ
た
。
政
肘

・
法
務
脅
は
、
入
醤
法
の
国
会
得
上
崔

乞
隼
備
す
る

一
方
で
、
現
行
入
管
令
、
外
国
人
登
録
法
下
の
入
管
行
政
の
強
化

.
改

孕
を
も
っ
て
、
在
日
ア
ジ
ア
人
民
へ
の
日
箔
的
抑
比

・
監
侃
怖
制
の
独
化
を
は
か
っ
て
ね
り
、
入
管
圓
緊
は
入
管
行
蚊
の
の
ら
ゆ
る
語
実
悪
と
の
対
決
を

要
請
さ
れ
て
い
る
。

入
管
連
続
闘
争
の
結
節
点

日
韓
法
的
地
位
協
定
粉
砕
へ

日
韓
法
的
地
極
協
定
に
よ
る
「
永
住

櫓
申
請
」
の
期
限
切
れ
を
翌
日
に
ひ
か

え
た
十
五
日
、
午
後
二
時
よ
り
、
日
比

谷
野
外
音
楽
篁
に
お
い
て
"人
管
法
再

上
程
阻
止
、
日
「韓
」
条
約
、
「日

『韓
』
法
的
地
位
協
定
」
粉
砕
、
申
央

総
決
起
集
会
4
が
、
東
京
入
管
闘
、
全

国
反
戦
、
全
国
全
共
闘
の
主
催
で
行
な

わ
れ
た
。
集
会
に
は
、
各
地
区
入
管

闘
、
各
党
派
に
結
集
す
る
労
働
者
・学

生
。
高
校
生
を
中
心
に
、
各
地
区
、
産

別
反
戦
、
各
大
学
、
高
校
の
自
治
会
、

闘
争
委
員
会
に
結
集
す
る
部
分
な
ど
か

ら
約
七
干
名
の
穴
衆
的
な
決
起
を
み

た
。こ
の
集
会
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
展

開
さ
れ
て
き
た
各
支
綴
闘
争
、
国
籍
書

鹸
購
隔
狛鎮
雛
継

な
闘
争
と
し
て
、
今
通
常
国
会
へ
の
入
一

管
法
再
上
程
を
ひ
か
え
、
「
永
住
権
串

請
」
期
賢

以
後
の
ブ
ル
・
・
麹

i
か
ら
の
新
た
な
攻
畢
に
対
決
し
、
各

地
区
、
個
別
の
運
動
の
更
な
る
展
開
と

結
合
、
入
管
戦
線
の
}
層
強
固
な
確
立

を
穴
衆
的
に
確
認
す
る
場
と
し
て
、
十

四
日
の
各
地
区
で
の
闘
い
十
六
日
の
各

自
治
体
へ
の
闘
争
と
い
う
、
連
日
の
入

管
闘
争
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

集
会
は
、
北
部
地
区
入
管
実
と
西
郎

地
区
入
智
実
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず

司
会
よ
り
、
翌
日
の
「
永
住
権
申
請
」

期
限
切
れ
を
前
に
、
在
日
中
・
朝
人
民

と
の
連
帯
の
深
化
と
地
区
実
運
動
の
更

な
る
強
化
を
か
ち
と
る
も
の
と
し
て
こ

の
第
会
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

最
初
に
、
千
葉
県
反
戦
よ
り
の
緊
急

ア
ピ
ー
ル
と
し
て
十
三
日
に
病
死
し
た

小
川
明
治
三
里
塚
芝
山
連
合
反
対
同
盟

副
委
員
畏
の
遺
志
を
受
継
ぎ
、
三
里

塚
闘
争
を
更
に
非
妥
協
的
に
推
雌
す
る

と
の
発
書
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
小

川
氏
の
死
に
対
し
て
全
員
で
一
分
聞
の

黙
梅
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
、
東
京
入
官
闘
の
横
井
氏
よ

り
基
罵
鞭
告
が
行
な
わ
れ
、
次
の
よ
う

な
内
容
が
聴
ら
れ
た
。
「わ
れ
わ
れ

は
、
ま
ず
痛
苦
な
現
実
の
な
か
で
「
・

一六
を
迎
え
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
六
五
年
日

韓
粂
約
に
も
と
つ
く
韓
国
籍
の
強
要

は
、
朴
三
避
支
持
の
方
向
へ
の
在
日
朝

鮮
人
の
統
合
の
過
程
で
あ
り
、
在
日
朝

鮮
人
の
生
盾
を
根
底
か
ら
描
る
が
す
も

の
と
し
て
あ
っ
た
。
劉
〃
品
さ
ん
、
巫

召
鴻
君
、
劉
遵
昌
君
な
ど
へ
の
攻
撃
は

決
し
て
徳
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
ブ

ラ
ノ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
、
日
常
的
監

視
体
制
、
個
別
的
狙
い
う
ち
と
し
て
、

す
べ
て
の
中
、
朝
人
氏
へ
の
攻
撃
が

入
智
体
制
の
下
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
断
平
と
し
て
反
撃
し
、
医
療
、
福

祉
、
教
脅
戦
線
を
先
頭
と
す
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
本
隊
の
入
瞥
闘
争
へ
の
決

起
を
か
ち
と
り
、
在
日
中
、
朝
人
民
と

わ
れ
わ
れ
の
解
放
の
た
め
に
、
入
管
闘

麟
の
飛
躍
的
推
進
を
か
ち
と
ろ
う
」

玖
に
、
劉
彩
品
支
援
全
都
連
絡
会

議
、
劉
遵
昌
君
の
闘
い
を
支
持
す
る
闘

争
委
員
会
、
在
日
朝
鮮
人
の
就
取
差
別

を
粉
砕
す
る
会

(準
傭
会
)
よ
り
の
発

苫
が
行
な
わ
れ
た
。

劉
彩
品
支
援
全
都
運
絡
会
謡
よ
り
は

個
別
支
援
運
動
と
地
区
遅
勧
の
関
連
性

を
間
い
直
す
こ
と
か
ら
自
ら
の
運
動
の

問
題
点
を
検
証
す
る
旨
が
発
醤
さ
れ
、

他
の
鄭
分
と
の
連
絡
の
試
み
と
し
て
、

ま
ず
二
十
四
日
の
午
後
　
時
よ
り
豊
島

公
会
堂
で
「全
都
討
鵡
築
会
」
ヰ
行
な

う
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

劉
道
昌
君
の
闘
い
を
支
持
す
る
闘
争

委
か
ら
は
、
在
日
中
国
人
劉
道
昌
君
の

無
条
件
在
留
を
か
ち
と
る
闘
い
の
な

か
σ
入
智
行
政
を
暴
露
し
て
行
く
旨
が

発
占
さ
れ
、
在
日
朝
鮮
人
の
就
職
差
別

を
粉
砕
す
る
会
(準
)
か
ら
は
、
在
日

朝
鮮
人
新
井
鐘
司

(朴
鐘
碩
)
君
に
対

し
て
の
日
立
製
作
所
に
よ
る
〃採
用
取

消
し
4
と
か
う
就
識
厘
別
を
弾
劾
す
る

と
と
も
に
、
裁
判
闘
争
へ
の
支
援
を
訴

え
た
。
続
い
て
、
各
地
区
の
入
管
体
制
粉
砕

笑
行
委
員
会
か
ら
の
発
口
が
行
な
わ

れ
、
北
部
地
区
実
行
盃
、
神
奈
川
県
連

絡
会
議
、
神
奈
川
県
実
行
委
、
雨
部
地

区
実
行
委
、
三
多
摩
連
絡
会
議
が
発
呂

し
た
。
そ
れ
ら
の
発
6
は
、
各
地
区
に

お
け
る
、
国
籍
書
換
な
ど
の
各
自
宿

体
、
入
管
事
務
所
な
ど
へ
の
闘
い
や
、

朝
鮮
高
生
に
対
す
る
石
翼
大
学
生
、
高

校
生
の
暴
行
阻
止
闘
争
な
ど
、
入
管
体

「制
下
に
お
け
る
在
日
外
国
人
、
特
に
在

日
中
国
、
朝
鮮
人
へ
の
抑
在
の
具
体
的

5髄51鷲1!1闘胴h闘B旧しhlllllip腿1脆闘旨財111臆「12喜i閥龍12睡1「樋

人
の
な
か
で
も
、
反
戦
活
動
を
行
な
う

ザ
窪
鐘
願
葬
圧が架
翁

る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
、
バ
ー
バ
ラ
・
バ

イ
さ
ん
は
七
+
七
日
に
わ
た
っ
て
羽
田

空
港
に
監
蕪
状
態
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
基
地
の
反

戦
G
I
の
闘
い
と
も
連
帯
し
て
、
日
本

に
お
け
る
欧
米
人
の
反
戦
活
動
を
更
に

展
開
し
て
行
く
と
の
決
意
が
表
明
さ
れ

た
。続
い
て
、
全
国
全
共
闘
運
含
を
代
麦

し
て
、
三
里
塚
に
お
け
る
小
川
明
治
氏

の
〃同
盟
葬
4
に
列
席
し
て
い
る
山
本

義
隆
議
長
に
代
わ
っ
て
、
鈴
木
君
が
発

言
し
た
。
か
れ
は
「全
共
闘
運
動
の
総

括
を
、
具
体
的
な
実
践
の
な
か
か
ら
大

衆
的
に
捷
起
し
て
行
き
、
全
国
全
共
闘

連
合
の
更
に
強
固
な
発
展
と
、
各
大
学

全
共
闘
の
革
命
的
再
建
を
、
大
衆
的
戦

線
の
構
築
と
し
て
か
ち
と
っ
て
行
か
ね

は
な
ら
な
い
。
そ
の
過
程
の
一
環
と
し

て
、
十
八
日
の
東
大
決
戦
二
周
年
、
全

都
総
決
起
集
会
を
、
当
局
、
官
籔
、
革

マ
ル
派
の
一
体
と
癒
っ
て
の
敵
対
を
粉

砕
し
て
断
乎
と
し
て
か
ち
と
っ
て
行

く
」
と
述
べ
た
。

諸
実
態
に
対
す
る
闘
争
の
報
告
が
行
な

一
わ
れ
た
が
、
北
部
地
区
実
が
「わ
れ
わ

れ
自
身
の
運
動
が
、
い
ま
だ
入
管
体
制

の
深
部
に
ま
で
迫
り
得
て
い
な
い
」
と

発
言
し
た
よ
う
に
、
各
地
区
に
お
け
る

運
動
の
深
化
が
、
現
在
一
定
の
停
滞
を

み
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
た
。

次
に
、
沖
縄
救
援
連
絡
セ
ン
タ
ー
、

反
戦
米
人
よ
り
の
連
帯
の
ア
ビ
ー
ル
、

全
国
部
落
研
究
会
連
合
よ
り
の
発
ゴロ

が
行
な
わ
れ
た
。
反
戦
米
人
よ
り
の

ア
ビ
ー
ル
で
は
、
入
営
体
制
下
に
お
い

て
も
"特
例
4
印
扱
い
序
受
け
る
欧
木
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反
鞠
餐

が
発
言
し
た
後
、い

各
党
派
か
ら
の
発
言
が
行
な
わ
れ
た
。

共
産
主
義
労
口
者
党
、
共
産
主
義
者
同

盟
、
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
、
日
本

マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニ
ン
主
義
者
同
盟
、

労
働
者
共
産
主
義
委
員
会
、
革
命
的
労

働
者
協
会
、
第
四
イ
ン
タ
ー
日
本
支
鄙

(日
本
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
)
日

本
共
産
主
義
革
命
党
が
発
言
を
行
な

い
、
各
党
派
は
、
昨
年
七
・
七
果
会
以

後
の
激
し
い
論
争
を
踏
ま
え
て
、
ヤ
ジ

の
応
酬
を
含
み
つ
つ
、
入
管
闘
争
の
方

針
を
提
起
し
た
。

共
産
同
は
「在
日
外
国
人
に
対
す
る

民
族
的
分
断
、
革
命
的
政
治
活
勤
の
弾

圧
と
し
て
現
象
し
て
い
る
入
管
体
制

は
、
帝
国
主
義
軍
隊
確
立
、
沖
縄
へ
の

自
衛
隊
派
遣
、
優
略
削
線
基
地
化
と
し

て
進
展
し
て
い
る
日
帝
の
慢
略
反
革
命

と
し
て
の
攻
翠
の
一
環
と
し
て
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
六
十
九
年
十
一
月
闘
争

の
敗
北
の
総
括
を
、
共
産
主
義
、
軍
事

を
租
載
す
る
党
を
い
か
に
建
設
す
る
か

と
し
て
立
て
、
党
の
革
命
を
買
徹
し
て

き
た
。
恒
常
的
武
袋
闘
争
の
地
平
か
ら

喜

華

て
神奈川螺
薯

霧

垂

の再

綴
を
独
星
り
・
全
豊

藁

全
貯

反
戦
を
再
編
、
止
揚
し
な
け
れ
は
な
ら

な
い
」
と
鞘
言
し
た
。

革
共
同
は
「日
韓
凹
頓
の
敗
北
以
後

の
五
年
聞
は
、
日
帝
の
朝
鮮
、
台
湾
の

植
民
地
化
の
遺
程
で
あ
り
、
入
管
体
制

下
に
お
い
て
、
在
日
朝
鮮
人
民
の
生
活

を
脅
し
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
民

は
、
こ
れ
ら
の
在
日
朝
鮮
人
民
を
孤
立

的
に
放
棄
し
、
革
命
的
左
翼
も
、
わ
れ

わ
れ
を
含
め
て
排
外
主
義
と
差
別
に
全

く
無
自
覚
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

慢
陥
を
阻
止
し
、
慢
略
体
制
を
橿
が

し
、
そ
れ
を
内
乱
へ
転
化
す
る
闘
い

■
錦璽3
転

冒

8
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懲
羅
叢
毅
籠
紹

開
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ

[た
。革
労
協
は
「
入
智
行
政
の
フ
7
ノ
シ

「ヨ
的
改
綿
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ァ
太
平

洋
圏
女
保
の
下
に
、
沖
親
返
還
を
軸
と

し
て
の
、
政
治
的
、
社
会
的
諸
関
係
の

反
革
命
臨
戦
体
制
と
フ
y
ノ
シ
ズ
ム
へ

一
の
再
編
と
打
ち
固
め
が
あ
る
。
わ
れ
わ

一れ
は
、
在
日
ア
ジ
ア
人
民
の
切
実
な
要

求
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
畏

求
と
し
て
突
き
出
し
、
在
日
ア
ジ
ア
人

民
の
政
治
活
動
の
自
由
を
、
日
本
階
級

闘
争
へ
の
公
然
た
る
登
場
と
し
て
か
ち

と
の
蛤
生
括
領
颯
に
お
け
る
闘
い
を
「

帝国
義

工
嵩

雫

に
お
け
狂

圧
、
隷
属
に
対
す
る
闘
い
と
し
て
展
開

し
て
行
く
」
と
述
ぺ
た
。

デ
モ
は
、
東
京
駅
八
重
州
ロ
ま
で
、

機
動
隊
の
厳
し
い
規
制
に
抗
し
て
終
鎗

戦
闘
的
に
行
な
わ
れ
た
。
特
に
八
貫
州

口
で
は
、
デ
モ
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
て

い
た
解
放
派
の
隊
列
が
、
旗
竿
と
ス
ク

ラ
ム
で
機
勤
隊
の
堕
に
激
突
し
、
後
続

の
部
隊
と
と
も
に
、
八
重
州
ロ
前
で
、

し
は
ら
く
駅
前
広
場
や
道
路
を
制
圧
し

て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
返

し
た
評

「永
住
権
申
請
」
期
限
切
れ
に

十
六
日
、
六
時
よ
り
「日
韓
法
的
地

位
協
定
粉
砕
、
日
韓
条
約
粉
砕
、
入
管

体
制
粉
砕
、
入
管
法
再
上
程
阻
止
、
全

京
都
統
「行
動
』
が
、
入
讐
体
制
粉
砕

京
大
実
行
委
の
主
催
に
よ
り
京
大
約
五

呂

'

「大
手
前
公
園
に
二
五
〇
〇

14
1
16
連
続
入
管
闘
争

一月
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
大
阪
六

手
前
公
園
に
お
い
て
、
全
関
西
入
智
闘

全
大
阪
反
戦
の
主
催
の
も
と
「1
・
15

全
関
西
労
学
市
民
総
決
起
集
会
」
が
開

か
れ
、
労
働
者
、
学
生
、
高
校
生
、
市

民
約
二
干
五
白
名
が
結
集
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
一
月
十
六
日
の
日
韓

法
的
地
位
協
止
に
基
づ
く
「
協
定
永
佳

15日、日坤谷野音には7000名 の労働者 ・学生が結集した

榴
」
の
申
請
期
限
切
れ
、
更
に
は
三
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
人
管
法
国
会
再
上

程
に
向
け
て
の
ー
・
14
～
B
連
続
人
管

闘
争
の
全
関
西
に
お
け
る
総
決
起
と
し

て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

集
会
C
は
、
全
学
連
(金
山
委
員

長
)
、
日
本
共
産
王
義
革
命
党
、
革
労

協
、
第
四
イ
ン
タ
ー
、
プ
ロ
学
同
、
反

帝
戦
線
の
順
で
発
日
が
あ
り
、
次
い
で

大
衆
団
体
か
ら
の
発
日
と
し
て
、
関
西

部
落
研
、
デ
イ
ゴ
の
会
、
婦
人
民
主
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
ず
全
学
遠
(金
山
委
員
畏
"
中
核

派
系
)
よ
り
「日
韓
法
的
地
位
協
足
は

日
韓
条
約
の
精
椰
を
貫
き
、
日
静
の
ゆ

韓
国
"
を
朝
鮮
の
唯
]
合
法
国
家
と
し

て
の
承
認
か
ら
、
経
済
援
助
を
通
し
て

の
新
植
民
地
主
義
的
支
配
権
の
確
立
と

し
て
あ
り
、
ま
た
在
日
朝
鮮
人

"歴
史

性
4
を
一切
探
殺
し
、
韓
国
籍
強
要
を

通
し
た
朴
政
権
と
の
反
動
的
結
合
よ
り

の
ア
ゾ
ア
侵
略
と
し
て
の
あ
る
だ
ろ
う

。
入
官
闘
争
は
わ
れ
わ
れ
自
己
の
抑
圧

民
族
と
し
て
の
立
場
を
自
覚
す
る
中
で

闘
い
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
が

あ
っ
た
。

ま
た
革
労
協
か
ら
「
1
・
16
の
協
定

永
佳
種
申
請
切
れ
は
在
日
ア
ジ
ア
人
と

り
わ
け
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
・抑
圧

.大阪髄

 

政
策
の
飛
躍
的
な
拡
大
強
化
の
貫
徹
を

通
し
た
、
日
帝
ブ
ル
ジ
5
ア
ジ
ー
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
圏
に
お
け
る
反
革
命
の
盟

主
と
し
て
の
確
立
と
し
て
あ
る
だ
ろ

う
。
日
帝
の
帝
国
主
義
工
場
制
度
確
立

へ
の
政
治
的
社
会
的
再
編
成
と
フ
ァ
シ

ズ
ム
体
制
へ
の
入
管
体
制
の
し
め
つ
け

を
地
区
実
運
動
の
革
命
的
強
化
か
ら
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
統
一
戦
線
の
構
築
に
よ
っ

て
粉
砕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ア

ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

反
帝
戦
線
は
「
入
習
囲
争
は
革
命
闘

争
の
質
を
内
包
し
た
人
管
体
制
解
体
に

向
け
た
闘
い
と
し
て
、
蜂
起
11
臨
時
草

命
政
府
樹
立
に
向
け
た
覚
建
設
の
闘
い

と
展
開
し
、
日
米
韓
台
反
革
命
同
盟
を

世
界
革
命
戦
争
で
解
体
し
な
け
れ
は
な

ら
な
い
」
と
発
言
し
た
。

各
闘
争
委
部
分
か
ら
の
発
言
彼
、
中

央
郵
便
局
前
ま
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
出
発
し
途
中
機
動
隊
の
徹
底

的
な
弾
圧
、
暴
虐
の
中
を
断
固
ヅ
グ
ザ

グ
デ
モ
を
黄
徹
し
た
。

な
お
京
大
か
ら
約
百
五
↑
名
が
結
集

し
各
所
で
機
動
隊
の
壁
に
突
破
を
試
み

敢
撃
と
デ
モ
を
展
開
し
た
。
ま
た
総
播

集
会
で
は
、
土
ハ
日
の
全
京
都
集
会
に

圧
倒
的
に
緒
集
す
る
事
を
意
志
一
致
し

わ
て
当
日
の
闘
争
を
終
っ
た
。
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金
徳
命
氏
の無
条
件
在
留
を

運
動
の
全
国
的
組
繊
化
へ

政
府
、
法
務
省
は
、
静
岡
市
居
住
の

石
日
朝
鮮
人
、
金
徳
命
氏
に
対
し
「
外

国
人
法
⊥⊥
ハ
・
一
-
一
」
を
適
用
し
、

強
制
送
還
す
る
た
め
、
十
月
二
十
一
日

積
浜
入
瞥
事
務
所
に
強
制
収
答
し
、

二
十
三
日
に
は
大
村
収
容
所
に
移
送
し

た
。金
徳
命
氏
は
、
一
九
・三
一年
に
朝
鮮

騰
尚
南
遵
で
生
ま
れ
た
が
、
日
本
帝
国

号

主
義
に
よ
る
朝
鮮
櫨
民
地
文
配
の
申
で

4

両
親
と
の
別
薩
を
余
縫
な
く
さ
れ
、
更

0

に
、
一
九
五
ー
年
、
朝
鮮
載
争
に
よ
る

5

褐
国
の
荒
廃
の
中
で
、
静
岡
県
清
水
市

1,第

に
住
ん
で
い
た
寒
兄
を
た
よ
り
に
、
日

本
へ
や
っ
て
来
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
籟

の
女
性
と
結
婚
し
、
二
児
の
父
親
と
な

り
、
建
設
会
社
で
働
い
て
い
た
。

し
か
し
、
}九
六
八
年
八
月
、
「
外

嗣
人
登
録
法
逮
反

(外
国
人
聾
録
証
不

つ-

携
帯
)
」
に
よ
り
、
静
岡
県
警
よ
り

τ

「不
当
逮
網
」
さ
れ
、
静
岡
地
戴
で
、

懲
役
六
月
、
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
を

憩

F

類

疑

蕊

簿

蘇

蕪

論

鴫

灘腰
蟹

曲

が・蔑
の
「日本での淫
椎鐙

る馨
は
霧
め
美
き
い」とし

,

め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
法
務
大
臣
に
対

す
る
異
議
串
し
立
て
に
よ
り
、
一
時

「仮
放
免
」
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
二
年
後
の
七
卜
年
r
月
八

日
に
法
務
大
臣
は
こ
の
異
議
甲
し
立
て

を
却
下
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
十
月
二

十
一
日
、
金
氏
は
再
度
、
強
制
収
容
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
氏
は
ト
一
月
二

十
四
日
、
法
務
大
臣
と
顧
浜
入
智
を
相

悪

.て
、
「雲

強
蟹

行
停
羨

一
定
の
申
し
立
て
癌
」
、
「愚
云
強
制
令

書
発
付
処
分
取
消
謂
求
」
の
訴
え
を
、

横
浜
地
裁
へ
お
こ
し
た
。
十
二
月
†
一

日
に
周
地
裁
は
、
「い
ま
ま
で
二
司
年

聞
の
金
さ
ん
の
生
沽
は
日
本
国
内
に
あ

一
り
外
国
人
登
錬
法
違
反
を
を
ひ
き
起
し

一た
ほ
か
は
、
藷
良
な
市
民
生
活
を
送
っ

て
き
た
。
強
制
送
還
さ
れ
れ
ば
残
さ
れ

て
、
「
退
去
強
制
処
分
取
消
」
の
判
決

一が
確
足
す
る
ま
で
、
強
制
退
去
の
執
行

停
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
金
馬
の
身
柄
は
一
応
釈
放
さ
れ

た
。こ
の
金
氏
に
対
す
.㊨
弾
圧
は
、
金
氏

が
一九
血
セ
年
に
来
目
し
た
時
に
「
密

入
国
」
し
た
と
し
て
、
「外
国
人
登
録

法
重
反
」
「
入
智
令
違
反
」
を
根
拠
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
日
よ

り
二
十
年
近
く
経
過
し
た
六
十
八
年
に

突
如
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
六

十
五
年
以
降
「日
韓
法
的
地
位
協
定
」

に
基
づ
く
「氷
佳
椎
串
請
」
に
伴
な
い

不
当
に
行
な
わ
れ
て
い
る
在
日
朝
鮮
人

に
対
す
る
執
拗
な
「
身
元
劇
査
」
、
そ

れ
を
軸
電
し
た
「
戦
後
入
国
看
」
に
対

す
る
「摘
発
」
の
本
格
的
開
始
と
い

う
、
入
営
何
政
に
よ
る
在
日
朝
鮮
人
に

対
す
る
抑
圧
の
強
化
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
「外
国
人
登
録
証
不
携
帯
」
に
よ

り
不
当
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
、
「外
国

人
登
録
法
」
の
不
当
性
-
在
日
外
国
人

一を
"犯
罪
人
'
視
し
、
在
日
ア
ジ
ア
人

鶴

嘉

甜
圃礪
編
β体制
[

こ
れ
に
対
し
て
、
神
奈
川
、
静
岡
を

中
心
に
、
「
金
氏
に
戴
す
る
弾
圧
は
、

金
氏
に
釆
日
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
日
本

帝
国
主
義
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
い
う

歴
史
的
鳶
景
を
陰
蔽
し
て
お
り
強
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
入
管
体
制
下
の
在
日
朝
群

人
抑
圧
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
て
金
氏

の
無
粂
件
在
留
獲
得
へ
む
け
支
援
闘
争

が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
金

氏
の
身
柄
が
澗
沓

損
浜
↓
大
村
と
移

送
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
金
支
援
闘
争

一
の
全
国
化
の
必
要
性
が
間
わ
れ
て
お

り
、
神
奈
川
・
静
岡
を
軸
に
闘
い
の
全

一国
的
組
織
化
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

拡
大
す
る
孫
氏
救
援
活
動

入
管
行
政
の
歴
史
的
暴
露
を

一

太
年

マ
ニ
月
邑二
日
、
佐
賀
県
菓
松
浦

ロ

一郡
鎖
西
町
串
浦
漁
港
へ
寧駐
国
か
ら
渡
航

一し
、
密
入
国
容
疑
で
不
当
逮
捕
さ
れ
て

い
た
「
五
人
の
朝
鮮
人

(男
子
九
人

1
禾
成
年
一[
人
i
女
子
六
人
)
は
、

人
威
年
を
除
く
-「
二
人
が
一
五
日
、
出

入
国
官
理
令
躰
三
条
遠
反
で
起
訴
さ
れ

現
在
、
唐
津
習
で
拘
留
中
で
あ
る
。
こ

の
中
に
は
、
「広
島
で
被
爆
し
た
の
で

日
本
へ
冶
療
の
た
め
密
航
し
て
来
た
」

と
訴
え
る
彼
爆
者
(孫
振
斗
氏
)
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
新
聞
報
道
と
相
挨

っ
て
広
島
で
在
目
朝
鮮
人
被
爆
者
問
題

を
扱
っ
て
来
た
市
氏
団
体
を
中
心
に

「孫
葦
御を
救
援
す
る
市
民
の
会
」
が

結
成
さ
れ
、
東
京
、
榴
岡
等
全
国
で
も

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
被
爆
者
援
護
運
動

を
推
進
し
て
来
た
部
分
、
在
日
朝
鮮

人
、
入
管
闘
を
核
に
遵
動
が
展
開
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

市
民
の
会
は
、
「
孫
さ
ん
に
糟
衛
検

査
と
治
療
を
受
け
さ
せ
る
た
め
、
孫
さ

ん
の
身
柄
を
直
ち
に
釈
放
し
、
広
島
に

来
れ
る
よ
う
、
唐
津
地
検
に
要
求
し
て

行
く
」
運
動
を
、
街
頭
署
名
ー
カ
ン
バ

を
遥
し
た
情
宜
活
動
、
孫
氏
の
保
釈
請

求
安
求
提
出
と
し
て
、
申
村
井
護
士
を

灘
錘

入
管
何
政
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
更
に
他
の
十
四
人
の
"密
入
国

者
4
を
視
野
に
お
さ
め
な
く
て
は
、
政

府
法
務
省
の
自
由
裁
量
権
に
遺
り
得
な

い
こ
と
の
確
認
の
中
か
ら
、
"密
航
-

密
入
国
4
聞
題
を
対
象
領
域
と
し
て
ふ

ま
え
つ
つ
、
孫
振
斗
氏
の
,被
爆
事

実
ヴ
を
押
し
出
す

(証
人
探
し
、
事
実

醐
査
)
中
で
糟
密
検
査
を
要
求
し
て
了

く
運
勤
を
貝
体
的
獲
得
要
求
と
し
て
は

①
圧
留
許
可
②
被
爆
石
手
帳
獲
得
)
展

開
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
具
体
的
運
勤
展
開
は
、

公
判
闘
争
(
一
四
日
-
孫
振
斗
氏
を
除

く
　
四
人
・
二
十
三
日
-
孫
氏
)
と
し

て
行
な
わ
れ
る
が
、
方
針
と
し
て
は
一

昨
年
の
孫
鍬
達
さ
ん
(孫
振
斗
氏
の
実

妹
)
の
場
合
の
総
播
(入
管
令
を
視
野

に
い
れ
な
か
っ
た
。
密
入
国
は
"悪
8

と
い
う
前
提
の
中
で
ゅ密
入
国
σ
を

〃被
爆
事
実
を
に
訴
え
よ
つ
と
し
た

が
、
結
局

"密
航
ブ
ロ
ー
カ
i
♂
と
い

う
糎
力
側
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
に
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
)
を
ふ
ま
え
る
中
で
①

入
管
令
そ
の
も
の
を
対
象
に
す
え
る

(違
憲
判
決
へ
)
②
孫
氏
の
経
歴

(日

本
で
生
れ
、
大
半
を
日
本
で
過
二
し
被

爆
し
た
在
日
朝
鮮
人
)
か
ら
、
彼
は

"密
航
者
σ
で
は
な
い
こ
と
を
、
日
本

政
府
の
入
智
行
政
の
歴
史
的
暴
露
の
中

で
打
ち
出
し
て
行
く
こ
と
を
碓
認
し
て

い
る
。
な
お
、
麿
津
で
は
一
四
日
、
一
四
人

の
朝
鮮
人
ρ
密
入
國
ヴ
者
の
公
判
に
呼

応
し
て
地
裁
包
囲
デ
モ
が
展
開
さ
れ
た

・

京
都

謬
麗

鴛
朋
謄

入
管
闘
争
に
三
〇
〇
決
起

○
名
を
含
む
約
三
〇
〇
名
を
市
役
所
前

に
結
集
し
て
闘
わ
れ
た
。

同
笑
行
委
の
司
会
の
も
と
、
ま
ず
京

都
実
行
委
事
務
局
か
ら
、
こ
の
間
の
入

営
闘
争
の
総
括
と
、
間
題
点
の
提
趨
が

な
さ
れ
た
あ
と
、
各
大
衆
組
級
か
ら
の

ア
ヅ
ビ
ー
ル
に
移
り
、
京
大
入
管
闘
、

同
志
者
高
校
入
管
闘
、
部
落
研
、
日
中

正
統
本
部
、
同
大
入
響
行
助
委
、
京
都

労
働
学
校
入
管
闘
(準
)
が
そ
れ
ぞ
れ

ア
ッ
ビ
ー
ル
を
行
な
っ
た
。

特
に
京
大
入
管
闘
か
ら
は
、
部
落
蓮

別
や
、
女
性
差
別
に
無
自
覚
な
部
分
に

よ
っ
て
闘
わ
れ
る
入
冒
闘
争
に
対
す

告
発
が
な
さ
れ
、
ま
た
同
大
人
管
行
動

委
か
ら
は
、
地
区
住
民
に
対
す
る
ビ
ラ

入
れ
等
の
地
区
活
動
と
し
て
の
入
管
闘

争
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
党
派
発
言
に
移
り
、
京
都
地

　

区
反
戦
連
合
(中
核
派
系
)
に
つ
づ
い

て
反
帝
戦
線
、
緑
ヘ
ル
軍
団
、
全
京
都

反
帝
学
評
連
合
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
学
生

同
盟
が
発
書
し
た
。
こ
の
中
で
主
に
解

放
派
と
申
核
派
と
の
間
に
激
し
い
幽
争

が
入
管
闘
争
の
方
針
を
め
ぐ
っ
て
展
開

さ
れ
た
。
八
時
頃
か
ら
デ
モ
に
出
発

し
、
河
原
町
通
り
か
ら
四
条
通
り
、
円

山
公
園
ま
で
戦
闘
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
貫
徹
し
た
。

中
で
も
京
大
五
〇
の
隊
列
は
、
随
所

で
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
買
徹
し
、
数
度
に

わ
た
っ
て
機
動
隊
の
肇
を
突
破
し
、
祇

團
石
段
下
で
は
圧
倒
的
な
ウ
ズ
巻
き
デ

モ
で
、
数
分
間
一帯
を
制
圧
し
た
。
そ

一し
て
円
山
公
園
で
そ
れ
ぞ
れ
総
括
集
会

ξ

ち
・
九
騎

に
解
散
し
た
・

脚論
評
.
て池
賄
醗
鶴

協
定
に
よ
る
「永
住
権
申
鵡
」
は
期
隅

切
れ
を
む
か
え
た
。
一
九
六
六
年
一
月

十
七
日
よ
り
五
年
聞
に
、
約
二
八
万
人

の
「
串
請
」
が
出
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ

て
い
る
。
(十
五
日
現
在
、
法
務
省
入

管
局
の
集
計
に
よ
る
と
二
土
ハ
万
七
干

五
百
七
±

人
)

十
六
日
を
さ
か
い
に
在
日
朝
鮮
人
の

法
的
地
位
は
、
「永
住
権
取
得
者
」
ー

翻

者
.
を
軸
に
大
き
な
変
化
を
一

政
府
法
務
省
は
日
韓
法
的
地
位
協
定

を
も
っ
て
一
方
に
お
い
て
、
「永
住
描

取
得
」
を
テ
コ
と
し
て
在
日
朝
鮮
人
に

対
し
て
「韓
国
籍
」
を
強
要
し
、
更
に

は
「
永
僅
権
申
講
」
に
と
も
な
う
厳
薫

な
〃
身
元
調
査
`
を
も
っ
て
、
戦
後
人

国
者
、
】
時
帰
国
者
の
摘
発
を
も
っ

て
、
「法
律
=
一六
号
」
に
よ
る
在
留

者
を
扶
消
せ
ん
と
し
て
い
る
。

在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
は
、
今
ま

で
、
①
法
律
=
=
ハ月
該
当
者
(
一
二

六
-
二
⊥
ハ
)

②
外
務
省
令
}四
据

一
ー
二
該
当
者
-
法
律
一
二
六
号
該
当

者
の
子

(四
ー
一-
一
六
-
二
)

③

入
管
令
四
-
一で
規
定
し
て
い
る
在
留

資
格
者

④
外
務
省
令
一
四
号
]
1
三

に
よ
る
法
務
大
臣
の
夕自
由
裁
量
8
に

基
づ
く
特
別
在
留
者
(四
1
一
ー
一
六

ー
三
)
そ
し
て
⑤
日
韓
法
的
地
位
協
定

に
基
づ
く
「
協
定
永
住
擢
」
取
得
者
、

に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
政
府
。
法

務
省
は
「
協
定
永
住
権
」
取
得
者
を
拡

一
大
し
よ
う
と
す
る
一方
、
身
元
翻
査
等

よ
り
、
ρ
一
二
六
号
o
の
蓄遇
用
を
拒
盃

し
、
特
別
在
留
者
の
増
大
を
は
か
っ
て

い
る
。
(
一
二
六
号
を
剥
奪
さ
れ
特
別

12・28

金
賢
成
氏
焼
身
自
殺
追
悼

[
i

全
関
西
総
決
起
集
会

灘
騨

た
。集
会
は
、
関
西
入
管
闘
か
ら
の
基
調

鞭
告
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、

「金
賢
成
氏
の
焼
身
自
殺
は
、
抑
圧
民

族
た
る
わ
れ
わ
れ
日
本
人
へ
の
告
発
で

　あ
り
へ
ゑ
　
　
ビの
に
ガ
す
る
　
　
で
あ

一る
」
と
の
内
容
が
語
ら
れ
た
。
続
い

て
、
各
地
区
入
管
闘
、
詰
覚
派
の
学
生

か
ら
の
発
醤
が
行
な
わ
れ
た
。
発
百
者

は
、
金
賢
成
氏
の
焼
身
自
殺
を
、
入
管

体
制
に
対
す
る
弾
劾
と
し
て
と
ら
え
、

虚
常
国
会
へ
の
入
管
法
再
上
程
や
、
一

月
十
六
日
の
日
韓
法
的
地
位
協
定
に
も

と
つ
く
永
住
権
甲
謂
の
期
限
切
れ
な
ど

を
ひ
か
え
て
の
入
官
闘
争
を
断
乎
と
し

て
闘
っ
て
行
く
と
の
固
い
決
意
表
明
を

行
な
っ
た
。

集
会
後
、
大
阪
出
入
留
管
理
事
務
所

を
通
り
、
大
手
前
公
園
ま
で
の
デ
モ
ン

ズ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。

金
賢
成
民
は
、
韓
国
か
ら
日
本
に
旅

行
中
に
日
本
女
性
ζ
絶
姻
し
、
働
い
て

い
た
が
、
滞
在
期
限
が
切
れ
て
い
た
た

め
「
不
法
残
留
者
」
と
し
て
大
阪
入
管

に
収
容
さ
れ
た
。
か
れ
は
、
在
留
許
可

を
嘆
願
し
た
が
却
下
さ
れ
、
自
費
出
国

を
申
翫
中
の
一
九
六
八
年
十
二
月
二
十

九
日
に
、
朴
大
統
領
、
佐
藤
首
相
そ
し

て
韓
国
の
母
親
へ
の
手
紙
を
の
こ
し

て
、
大
阪
入
留
で
焼
身
自
殺
を
と
げ

た
。そ
の
手
紙
の
中
で
、
か
れ
は
、
「歴

史
的
に
見
て
日
本
は
過
去
三
十
六
無
間

韓
国
半
島
に
慢
入
し
、
統
治
し
た
こ
と

も
あ
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
日
本
国
民

の
対
韓
潜
在
意
越
に
は
、
無
視
・
不
信

。
軽
画
な
ど
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
い
ろ

ん
な
点
に
つ
い
て
韓
国
人
に
逼
喜
を
与

え
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
日
本
人
の
差

別
意
識
や
日
本
の
差
別
体
系
を
告
発

し
、
入
管
行
政
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
「在
日
韓
国
人
の
法
的
地
位
の
向

上
」
を
も
諒
み
た
。

こ
の
日
の
闘
争
は
、
二
†
五
日
の
全

関
西
入
蟹
闘
争
に
続
い
て
、
七
十
年
農

後
の
全
関
西
規
模
ご
の
闘
争
と
し
て
闘

い
ぬ
か
れ
た
。

在
留
資
格
と
さ
れ
た
人
聞
が
一
七
五
百

人
い
る
)
特
別
在
留
資
格
は
法
務
大
臣

の
自
由
戴
澱
に
よ
り
、
在
留
期
聞
(
三

年
以
下
)
、
更
に
は
在
留
の
可
否
を
も

決
足
で
き
る
、
と
い
う
ま
っ
た
く
不
安

足
な
在
留
資
格
で
あ
り
、
「政
治
的
活

動
」
等
の
理
由
に
よ
り
、
い
つ
で
も
在

留
不
許
可
に
で
き
る
と
い
う
も
の
。

こ
の
よ
う
に
政
府
、
法
務
省
は
、
一

方
に
お
い
て
人
管
法
の
国
会
再
上
程
を

準
欄
し
つ
つ
、
現
行
の
入
智
令
、
日
韓

法
的
地
位
協
足
等
に
よ
っ
て
、
在
日
朝

鮮
人
の
法
的
地
位
の
細
分
化
、
不
安
走

化
を
は
か
り
、
在
日
ア
ジ
ア
人
民
へ
の

抑
圧
、
監
視
体
制
を
強
化
し
つ
つ
、
こ

れ
に
対
し
て
抵
抗
を
せ
ん
と
す
る
部
分

の
ゆ逼
放
σ
を
は
か
り
つ
つ
あ
る
。

土
ハ
日
を
も
つ
て
【
つ
の
績
節
魚
を

む
か
え
た
入
留
闘
争
は
、
今
後
、
入
営

法
国
会
再
上
程
を
阻
止
す
る
と
と
も
に

陰
撃
と
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
入
管
行
政

の
諸
実
態
へ
の
対
定
を
要
講
さ
れ
て
い

る
。
〈
注
〉
法
律
一
二
六
居
の
二
の
ハ

日
本
国
と
の
平
和
条
約
の
規
足
に
基

づ
き
同
条
約
の
最
初
の
効
力
発
生
の
日

一
に
お
い
て
、
日
本
国
籍
を
雁
脇
す
る
者

で
、
一九
四
五
年
九
月
二
日
か
ら
こ
の

法
律
施
行
の
旧
ま
で
引
き
続
き
、
本
邦

に
在
留
す
る
者

(
一
九
四
五
年
九
月
三

日
か
ら
こ
の
法
律
施
行
の
日
ま
で
に
本

邦
に
出
生
し
た
そ
の
子
も
含
む
)
に
は

出
入
国
管
理
令
第
二
+
二
条
の
二
、
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
に
法
律

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の

在
留
資
格
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
引

き
続
き
在
留
資
格
を
月
す
る
こ
と
な
く

日
本
に
在
留
す
る
事
が
で
き
る
。

}
二
六
-
ニ
ー
入
該
当
者
の
子
で
、

平
和
条
約
発
効
の
日
以
降
に
生
ま
れ
兀

者
は
、
出
入
国
蟹
理
令
第
二
二
条
の
二

の
規
足
に
よ
り
、
在
留
資
格
を
有
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い
が
、
一
九
五
二
年
外

務
省
令
第
十
四
号
「特
定
の
在
留
資
格

及
び
そ
の
在
留
期
間
を
定
め
る
省
令
」

策
一
項
策
二
号
で
特
定
の
在
留
資
格
が

付
与
さ
れ
、
そ
の
在
留
閣
聞
三
年
は
更

新
が
認
め
ら
れ
る
。
(
四
-
一
ー
=
ハ

i
二
)

日
韓
五
周
年
i
12
・
18

入
管
粉

砕
全
都

集
会

に
三
千

丁
勲
相
氏

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

へ

一
昨
斗
、
両
親
の
い
る
朝
鮮
民
主
王

輪
人
民
共
和
国
へ
の
亡
命
を
*
め
て
脱

走
し
、
神
戸
港
で
「
出
人
国
管
理
令
違

反
」
現
打
犯
で
懲
捕
さ
れ
、
昨
算
十
二

月
十
九
目
、
神
戸
地
裁
で
「有
韮
」
判

決
を
つ
け
に
丁
勲
相
氏
は
、
十
二
月
二

十
六
日
、
東
泉
国
際
受
港
か
ら
モ
ス
ク

ワ
を
廻
っ
て
、
平
壌
へ
む
け
出
発
し

た
。丁
氏
は
、
、
有
罪
」
で
は
あ
る
が
、

看
,
未
吠
拘
置
期
間
の
算
入
に
よ
り
、
実
質

的
に
は
「自
由
一な
身
晒
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
、
法
務
価
に
対
し
韻
国
申
硝

を
出
し
て
い
た
が
、
法
務
雀
は
「ソ
述

の
ビ
ザ
が
お
り
る
こ
と
」
を
条
件
に
、

二
十
五
日
、
申
講
を
寵
め
、
ソ
連
か
ら

も
ビ
ザ
が
お
り
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
丁
氏
の
筋
合
は
、
自
費
に
ょ

る
出
国
(ソ
連
経
由
)
と
い
う
形
態
を

と
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て

は
、
金
粟
希
鼠
の
場
合
が
あ
る
。

ガ

昨
十
二
月
十
八
日
、
「
日
韓
条
約
批

読
み
あ
げ
ら
れ
た
後
江
戸
川
、
北
部
、

准
五
周
年
・
日
韓
法
的
地
位
協
定
粉
砕

三
多
鰯
、
神
奈
川
県
、
各
地
区
入
管
闘

。
入
管
法
再
上
程
阻
止
全
都
労
学
総
決

か
ら
各
地
区
に
お
け
る
入
管
体
制
に
対

起
集
会
」
が
東
京
入
暫
闘
の
主
催
で
六

す
る
具
体
的
な
闘
い
の
報
告
ま
た
金
徳

時
か
ら
明
治
公
園
に
お
い
て
約
三
千
名

命
氏
支
援
の
訴
え
が
な
さ
れ
た
。

が
お
　
し
て
　
か
れ
た
　

こ
の
な
へ
こ
の
　
ボ
　
タ
　
ロ
ほ
に

騰
郷

を
耕
弾
す
る
ア
ビ
ー
ル
、
ま
た
"政
治

こ
の
後
各
覚
派
か
ら
の
発
言
が
続

　

的
活
動
ψ
を
理
由
に
入
国
を
認
め
ら
れ

き
、
八
年
半
頃
か
ら
日
比
谷
公
囲
ま
で

ず
羽
田
の
ホ
テ
ル
に
軟
禁
さ
れ
て
い
る

寒
風
を
つ
い
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ソ
ヨ

パ
ー
バ
ラ
・
バ
イ
さ
ん
の
ア
ピ
ー
ル
が

ン
が
貫
徹
さ
れ
た
。

一
坪
地
主

へ
の

14

日

三
里
塚

・

　

補
償
金
手
渡
し
を
阻
止

十
四
日
、
成
田
薦
三
里
塚
に
お
い

て
、
土
地
収
用
法
適
用
粉
砕
の
闘
い
が

と
り
く
ま
れ
、
三
里
塚
乏
山
連
合
空
酒

反
対
同
盟
二
〇
Q
名
に
よ
っ
て
、
新
東

京
国
際
空
商
公
団
の
一坪
地
主
を
買
収

し
、
一気
に
空
港
建
畿
に
持
ち
込
も
う

と
す
る
意
図
は
粉
砕
さ
れ
た
。

昨
年
碁
、
千
葉
県
収
用
委
員
会
は
、

公
団
に
よ
る
第
一
次
申
請
分
に
対
し
て

土
地
収
用
法
の
通
用
を
裁
決
し
た
。
今

回
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、
上

限
五
万
数
千
円
か
ら
、
下
限
七
十
四
円

ま
で
の
補
償
金
を
手
渡
し
、
強
制
収
用

し
よ
つ
と
し
た
も
の
。
糧
利
取
得
あ
け

わ
た
し
期
日
は
、
一
月
三
十
一
日
で
あ

り
、
期
日
ま
で
に
公
団
は
土
地
所
脊
者

に
会
い
、
土
地
あ
け
わ
た
し
の
意
志
を

確
認
し
て
、
補
償
金
を
手
渡
さ
ね
は
、

裁
決
は
無
効
と
な
る
。

十
四
日
朝
七
時
半
に
行
動
を
開
始
し

た
公
団
は
私
服
・
機
動
隊
に
守
ら
れ
つ

つ
、
十
名
単
位
で
二
十
五
琢
に
わ
か

れ
、
八
時
頃
、
芝
山
町
周
辺
の
各
部
落

に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
。
反
対
同
盟
と

支
援
部
隊
は
、
各
部
落
に
入
る
遵
路
上

で
、
ス
コ
ッ
プ
・
ク
ワ
な
ど
で
武
装

し
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
阻
止
線
を
張

っ
た
。
最
大
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
、
反
苅
同

盟
本
部
の
あ
る
千
代
田
農
協
此
く
で

は
、
に
ら
み
合
い
の
後
、
公
団
・
警
冒

の
半
分
を
ピ
ケ
ラ
イ
ン
を
通
過
さ
せ
、

分
断
し
て
袋
だ
た
き
に
す
る
な
ど
、
反

対
同
盟
の
空
港
建
設
阻
止
の
決
意
を
あ

ら
わ
し
た
。

こ
の
闘
い
は
、
二
月
、
三
月
に
予
想

さ
れ
る
強
制
執
行
に
対
す
る
闘
い
の
前

哨
戦
と
も
考
え
ら
れ
、
実
力
阻
止
を
貫

徹
し
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
さ
れ
る
。

ま
た
、
公
団
は
禰
慣
金
の
手
渡
し
を
郵

送
に
変
更
し
よ
つ
と
し
て
い
る
。

な
お
、
十
二
日
、
反
対
同
盟
の
小
川

明
治
劃
委
員
長
が
前
日
入
院
し
た
病
院

で
死
去
し
た
。
木
の
根
部
落
の
四
〇

〇
〇
耕
滑
走
路
予
定
地
内
に
住
み
、
五

年
聞
、
反
対
同
盟
の
先
瑚
で
闘
い
抜
い

て
き
た
が
、
最
近
は
、
家
の
周
囲
の
工

事
が
進
み
、
夜
も
眠
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。
十
五
日
一
時
か
ら
、
多
く
の
反

対
同
盟
員
の
出
席
に
よ
り
、
同
盟
葬
が

行
な
わ
れ
た
。
亨
年
五
十
九
歳
。

復
讐
の
念
に
燃
え
た
反
対
同
盟
は
、

強
制
収
用
が
予
想
さ
れ
て
い
る
土
地
の

地
下
要
塞
の
造
成
を
も
行
な
い
つ
つ
、

二
月
ー
三
月
の
決
戦
に
そ
な
え
て
い

る
。

.
5

!を最新の情綴ゆれ動 く70隼 代に

氾
濃
す
る
情
耀
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理
し

害
鏡
的
で
正
し
い
億
綴
を
提
供
す

る
〃
"

寺日

事
基
礎
知問
題識
の17

,

ダ イヤ モ ン ド社 勲貰訓!鋲 替東聯5976

平
沢
和
重
/
鈴
木
幸
夫
/
入
江
穂
郎
/
細
川
隆

一
郎

簸
中

川

善

之
助

/

古

谷

綱
正

/

林

雄

二

鄭
/

崎

川

範
行

モ

B
6
判

。
五
五
〇
へ
ー
ジ
/
五
五
〇
円

・
〒
70

朗

一
刻
と
変
化
す
る
世
界
情
勢
、
社
会
問
昭
、
政
泊

・
経
済
の
問
題
を
、

あ
な
た
は
ど
う
理
解
し
て
い
ま
す
か
●
I
l
之

の
本

一
冊
が
す
べ
て
を
解

快
し
ぽ
す
じ
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
解
説
展
望
記
峯
と
、
関
連
用
晴
が

景
続
的
に
ひ
と
目
で
わ
か
る
ハ
ン
デ
ィ
な
事
真
式
解
説
書
で
ナ
●

経

営

問
題

の
基

礎

知

識

五
八。円
・%

科

学

技

術
の
基

礎

知

識

至
。円
・%

現

代

英
語

の
基

礎

知

識

・
・。円
..
・

経

済
問

題

の
基
礎

知

識

・昊
葵
孟

地

域

研

究

講

座
/

現

代

の
世

界

/

全

8
巻

総
編
集
ー
堀
江
薫
雄
/
中
山
伊
知
郎
ノ
東
畑
精

一

ア

フ

リ
カ

郵
ー
勘

亭

塀

畿

-

矢
内

原

厨
/

繍

野

起

央
/

富

川

盛

道

・
鱈

集

ア
フ
リ
カ
大
陸
は
広
大
、
多
様
な
う
え
に
き
わ
め
て
古
い
.
そ
こ
に
住
む

人
々
も
黒
人
、
白
人
を
含
め
て
多
く
の
種
族
に
分
か
れ
て
お
り
、
入
類
の

箆

買

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
は
日
本
で
は
得
ら
れ
な
い
研
究
対

象
に
満
ち
て
き
り
、
多
く
の
新
典
国
京
が
、
大
き
な
可
能
性
を
い
だ
い
て

飛
躍
鼻
よ
う
と
し
て
い
る
、
ア
フ
リ
カ
の
理
解
の
た
め
に
‡
書
を
ー

既
利
圓
①
t
ア
メ
リ
カ

・
他

②

ソ
連

・
東

ヨ
:
ロ
7
バ

③
東

ア
ヅ

ア

④
酋
ヨ
ー
ロ
▼
パ

⑤
寮
南
ア
ゾ
ア

⑥
中
東

近
剃
夏

⑤
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ

①

～
③

一
五
〇
〇
円
②
～
③

一
二
〇
〇
円

京都大学新聞

■販売書店一覧■

レ八璽洲書房
レウニタ書舗/吉 群寺ウニタ/静 彪

堂/文 献堂/二 郎書店/大 槻堂/
大盛堂/高 野書店/模 索會
レ名古屋ウニタ
〉岡田書店
レナカニシヤ/京 都書院/ふ たは書

厨/三 月書誘/関 東書籍
¢〉曽根崎書店/大 阪ウニタ/三 栄書
房
レイカロス書房

レ平和書房

 

臼

京
仙
東

置
阜
馨

古名
岐
京

阪

戸
島

大

神
広

}　,　

全国大学生協

レ小樽商大/一 橋大/関 東学院大
/明 治大/橿 井大/冨 山大/闘

西大/神 戸大/風 西学院大/広
島大/西 爾学院大/大 分大

 

狸
地
獄
への架
橋
を
歌
い
終
え
た
鬼
才
の
原
点
!

寺
山
修
司
全
歌
集

マ
ソ
チ
擁
る
つ
か
の
ま
海
に
霧
ふ
か
し
身
捨
つ
る

ほ
ど
の
祖
国
は
あ
り
や

■
あ
λて
韻
文
定
型
律
の
「雷
葉
の
牢
獄
」
の
中
に
、
己
の
血
のし
た
た
りを
口

儲製
%罷
遷
露
照

欝

撫霧
探
肋監
雛

」謡

ら
に
歌
論
を
付
し
て
、
尋
山
悸
司
の
新
た
な
一
つ
の
決
承
ζ
と
も
に
、
こ
こ
に
詩

魂
の
原
像
藍

に
す
る
ー

解
説
11
塚
本
邦
雄
「ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
魔
王
」

定
価
二
〇
Q
Ω
目

揮
本
了
嚢

偵

圃
食
u判
変
型
函
入
五
Q
O
頁

中
平
卓
馬
写
真
集
蘇醜
麗
に
峠
三
吉
全
詩
集
駿

▼
A
4
変
函
写
真
㎜
頁
文
翫
頁

定
価
二
八
〇
〇
円

▼
四
六
判
ト
璽
獅
頁

定
価
三

R

肖

弩羅 悉
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1

}

,

四
剛
月
幽
ハ
日
号

〔
一四
六
六
号
)

16
面

【
二
昌
ー
ス
】
赤
軍
派
、
日
班
機
奪
取
を
貫
げ
【学
園
詐
論
】
軌
'4の
陪
紋
的
国
鵜
仁

激
勤
期
に
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
立
ち
向
う
か
ー
拓
期
基
本
力
釦
ー
(編
集
跳
)

現
代
技
術
思
姐
の
告
発
と
創
遣
〈
⊥
〉
(星
野
労
郎
)
「
経
四
r
稲
」
と
私
(梯
明
秀
)

田
【月
十
一呂
日
旦
弓
(
一
四
六
七
号
)

16
面

【
ニ
ュ
ー
ス
】
入
学
式
粉
砕
行
動
に
決
起

【
.・園
評
論
】
激
助
瑚
の
得
掴
握
か
ら

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
統
一
戦
綴
に
向
け
て
〈
最
恥
回
〉
(
編
集
濁
)

ル
ホ
/
京
大
裁
判
(編
集
部
)▽
学
生
に
と
っ
て
行
動
委
員
会
と
は
く
下
V
(北
層
志
郎
4

紙
上
シ
ン
ポ
「市
民
社
薯

社
会
し
義
」
(山
之
丙
靖
)
サ
ー
ク
ル
紹
介

四
闘月
一
一十

日
号

二
四
六
八
号
)

20
面

【
二
昌
ー
ス
】
四
・
一九
全
国
各
地
で
闘
争
【字
團
潮
論
】
四
ニ

ハ
闘
争
へ
の
決
起
を

蟹
共
同
体
の
擁
築
に
向
け
て

(百
田
・
熊
野
寮
自
治
会
)

紙
上
シ
ン
ポ
「
市
民
社
髪

社
会
主
醐
」
(稲
壇
竜
介
)

話
し
こ
と
は
ζ
思
弁
君
晒
〈
上
〉
(疎
崎
和
江
)
▽
万
悔
レ
ハ
ー
ト

(黒
木
臣
三
)

全
国
教
寳
闘
争
の
中
か
ら
ー
耕
入
生
髪

会

つ
ぎ
は
ど
こ
だ
ー
「
遣
反
派
」
教
啓
へ
の
「処
分
」
(山
田
稔
)
サ
ー
ク
ル
紹
介
く
絨
V

四
月

一
一十

七
日
号

(
一四
六
九
丹
)

14
面

【
ニ
ュ
ー
ス
】
四
・
二
六
全
国
統
一
行
動
【掌
園
評
論
】
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
粉
砕

医
療
の
帝
国
ユ
稜
的
再
璽
ロ
理
化
を
粉
砕
せ
よ
/
(統
一青
医
遅
事
務
局
)

労
働
運
動
⊥
「帝
国
主
醐
的
再
編
葦

甜
的
発
展
の
分
敵
点
と
し
て
の
70
什
〈
郷
一
口
〉

(中
原
一
)
脳
神
経
外
科
教
室
の
現
状
を
告
発
す
O
(
矯
給
隊
会
)

報
告
/
京
大
裁
判
(京
大
闘
争
弾
対
)
籍
し
こ
と
は
と
懲
弁
誉
譜
く
中
〉

(森
崎
和
江
)

五
月

四
日
号

二
四
七
〇
号
)

16
国

【
ニ
ュ
ー
ス
】
四
・
二
八
闘
争
【
/
園
評
論
】
四
ニ

ハ
闘
争
総
払
の
配
ハ

反
戦
腎バ
ー
ン
壽

ナ
rな
/
社
会
・見
大
A
姦
告
ー
(編
集
部
)

文
化
・サ
ー
ク
ル
運
動
の
危
撫
に
/
②
同
芯
袖
(編
築
部
)

話
し
こ
と
ば
と
思
弁
召
語
〈
下
〉
(森
簡
和
江
)
経
済
単
方
だ
諭
へ
の
悦
角
く
第
一
回
V

(天
野
博
)
コ
ミ
ュ
ー
ン
5
月
ス
ケ
ー
ジ
.一ー
ル
▽
映
評
/
「
十
月
」

五

月
十

一
日
号

二
四
七
再
)
,
12
面

【
ニ
ニ
ー
ス
】
米
軍
刀
ン
ボ
ン
ア
に
怪
攻
【羊
囲
評
論
】
目
治
会
欄
力
の
擾
縛
へ

鞭
告
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
〈
第
一回
農
学
部
貴
金
刀
ノ
ト
V
(編
集
部
)
立
命
館
斎
闘
争
よ
り

の
ア
ビ
ー
ル
(立
"
館
大
華
運
含
)

労
働
運
朔
-
分
岐
点
と
し
て
の
70
年
〈
第
二
回
〉

(中
環
ご
映
画
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〈
そ
の
ハ〉

(雨
宮
邦
夫
)
▽
映
評
/
「
砂
丘
」

学
生
新
聞
-
新
た
な
る
運
動
の
た
め
に
(編
集
部
)経
済
.」
方
法
諭
へ
の
視
角
〈
第
二
回
〉

(天
野
博
)

　

五
月
十

八
日
ロ巧
(
一四
七
二
号
)

12
画

【二
昌
ー
ス
】
ア
ジ
ア
人
平
洋
甜
国
会
戯
粉
砕
へ
【学
園
評
論
】
六
月
決
戦
へ
の
展
望
を

報
色
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
〈
第
二
回
教
脅
学
部
〉
(編
果
部
)
▽
総
長
会
見

淡
路
島
に
閣
い
の
炎
を
(淡
路
闘
争
委
)
労
働
運
切
-
分
岐
バ
と
し
て
和
耳
く
第
三
回
V

(申
康
一)
文
化
ザ
ー
ク
ル
堪
動
の
危
憎
に
②
立
命
簸
人
4
(
稠
葉
都
)
学
生
新
圃
-
耕

た
な
る
運
動
の
た
め
に
〈
統
〉
(編
集
部
)
経
済
皐
方
泓
論
へ
の
撹
用
〈
弟
三
口
〉

(天

野
憶
)

書
評
/
内
田
職
彦
醤
「日
本
資
本
よ
朔
の
思
想
係
」
(は
や
し
し
げ
る
)

写
真
特
集
/
南
米
探
検
「
雨
と
永
河
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
」
(京
大
探
陰
部
)

五
月

二
十
五

日
号

(
一
四
七
三
号
)

6
凹

【ニ
ュ
ー
ス
】
5
・
29
ス
ト
態
勢
す
す
む
▽
4
。
28
か
ら
六
月
へ
ー
〈
上
〉
(細
集
部
)

労
働
運
動
i
分
阪
点
と
し
て
の
四
年
〈
最
経
回
〉
(中
原
一
)報
凸
レ
ン
ド
・
パ
ー
ジ
〈
第

三
回
九
州
大
学
〉
(瀬
口
常
氏
)上
峡
製
作
運
動
に
お
け
る
「闘
い
」
と
持
枇
材
(小
川
プ
ロ
)

六
月

一
日
号

(
西
茜

号
)
6
面

【
一三
ー
ス
】
6
月
に
む
け
て
闘
争
写
』
【
字
園
評
論
】
宝
関
新
人
会
か
ち
と
る

4
・
%
か
ら
六
月
へ
ー
〈
中
〉
(編
集
部
)
報
街
/
京
九
裁
判
〈
第
三
回
〉

〔入
臥
薗
止

闘
争
懲
互
団
)
N
E
T
闘
争
と
鴨
年
代
労
働
運
動
〔級
原
猛
)
映
画
へ
の
ア
プ
チ
ロ
ー
チ

〈
そ
の
七
〉
(雨
宮
邦
夫
)

六
月

八
日
号

・缶

【
ニ
ュ
ー
ス
】
各
学
部
で
ス
ト
態
勢
蔵
む

【掌
園
評
酷
】
六
月
閥
争
の
諭
題

4
・
28
か
ら
六
月
へ
ー
〈
下
〉
(編
集
鄙
)
▽
ル
ポ
/
全
専
尤
徳
島
処
分
粉
弾
闘
争
(編

集
部
)
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
価
値
論
と
歴
史
湿

〈
第
一回
〉

(平
田
潅
萌
)

六

月
十

五
日
号

二

四
七
六
号
)

6
回

【ニ
ニ
ー
ス
】
全
峯

生
大
会
成
立
-
覆

粉
砕
へ
怒
爵
の
産
撃

【学
園
評
論
】
全
学
ス
ト
勝
利
の
慰
翰
▽
六
月
闘
争
与
真
粟

教
会
闘
争
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
(ナ
イ
ト
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
編
纂
局
)

山
ハ
月
一
一十

嗣
一
日
号

(
一
四
七
七
号
)

4
画

【
ニ
ュ
ー
ス
】
6
・
15
首
都
実
力
闘
争
【掌
園
評
論
】
先
魁
国
階
級
闘
争
の
慈
翻

報
告
/
6
・
峡

螂
闘
品了
昂
揚
の
巾
め
混
沌
▽
映
評
/
ウ
ィ
ー
ク
。
ユ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
価
憤
論
と
駆
史
認
識
く
第
一一回
V
(平
田
溜
明
)

幽ハ
月
一
一十
九

日
号

(
一四
七
八
畳
)

4
面

【
ニ
ュ
ー
ス
】
闘
う
力
を
総
結
集

b
・
28
闘
争
【斎

詔
論
】
目
撹
今
執
σ
部
の
愈
取

へ労
働
運
動
-
絆
民
・
民
同
の
帝
国
主
鋤
社
会
へ
の
碗
化
過
程
(有
田
越
郎
)

「イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
支
援
」
の
犯
罪
性
-
日
共
批
判
(
津
田
遭
夫
)

一

七
月
六
日
号

二
四
七
九
号
)
,
4
薗

【
一ヨ
ー
ス
】
敦
養
鄙
選
挙
終
わ
る
窒
面
評
論
】
70
年
代
の
目
本
帝
国
ら
姻

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
価
憧
諭
と
歴
史
鋸
臓
く
第
E
圓
V
(
平
田
清
明
)

マ
ル
ク
ス
歴
史
論
檎
究
の
地
平
-
望
月
清
司
論
文
に
よ
せ
て
(今
村
仁
司
)

七
月
十

三
日
号

(
一
四
八
〇
号
)
,
9薗

隠

報
告
/
b
月
策
以
(綱
集
都
)
▽
70
年
代
と
は
い
か
な
る
時
代
か

〈
第
}回
〉

(繍
葉

川

欝

菱

垂

還

▽
餐

ノ
ド
'パ
ー
ノ
禽

回
教
嘉

〉

七
月

二
十

日
号

二
四
八
一号
)

2
面

【ニ
ニ
ー
ス
】
鼎
▽
す
る
全
寧
連
人
会
【宇
闇
鶉

】
選
挙
戦
の
総
拍
か
ら

七
月

二
十

七
日
号

二
四
八
二
号
)

ク
面

日
本
共
産
覚
第
11
回
入
会
掛
判
(寅
見
尺
洋
一
)
▽
映
計
/
縦
侠
列
仏

人
誉

か
ら
地
域
闘
争
の
全
国
的
結
Aじへ
(淡
路
闘
争
委
)

八
月
十

日
号

二
四
八
三
号
)

2
面

【
二
5
ー
ス
】
8
・
9
人
村
現
地
闘
贋
【㌻
圃
計
論
】
人
曽
曾
制
を
粉
砕
せ
よ

立
命
館
嶽
闘
争
よ
り
の
ア
ピ
ー
ル
(寮
連
含
)

ア
メ
リ
カ
階
級
檎
蛸
の
新
転
園
(Z

ン
・
マ
イ
ア
ー
ズ
)

八
月
十
七
日
号

二
四
八
四
骨
)

6喬

労
働
者
裡
力
の
創
出
を
め
ざ
し
て
r
労
働
運
蜘
シ
ン
票
ゾ
ウ
ム

八
出
席
V
大
阪
中
璽
A
ト
琴

京
大
病
陵
労
研
・
東
大
技
師
共
麟
東

大
病
屡

戟
・
姻

鉄
工
反
戦
厘
否
行
勘
婁
・
マ
ス
コ
ミ
反
靴
A
司
会
V
有
田
魑
郎

70
難
代
と
は
い
か
な
る
時
代
か
(
第
二
回
〉

(編
蟻
部
)

1㎞川脚噸㎞㎜睦脚川剛伽川"㎞㎜11枷川11脚川舳㎜鵬伽川艮伽川"伽川脚㎜川㎞㎜囲脚噸1陥噸旧㎞㎜11伽嚇π㎞川㎞㎜11㎞川伽岬脚川伽川㎞咄師剛脚酬旧脚川

(
バ
ノ
ク
ナ
ン
バ
ー
有
り
匿
す
)

八
月
二
十

四
日
号

(
西

八
五
母
)

2
国

【
=
ー
ス
】
米
-
院
溜
へ
議
嘱
録
公
表
【
ブ
園
託
巴
日
ホ
.7
♪
.-
戟
殴
の
鳴
口

公
茜
闘
争
の
新
た
な
質
の
前
牙
〈
第
一回
〉

(堺
闘
的
姿
)
▽
人
麟
払
臥
蝕
と
の
介
見

八
月
三
十

一
日
号

(
西

八
六
号
)

2
面

労
働
雌
動
ノ
ン
パ
〈
第
二
回
V
書
計
/
戯
歌
番
外
規
▽
映
計
/
イ
ー
ノ
ー

イ
ー

九
月
七

日
号

二
囚
八
七
丹
)

4
国

【ニ
ニ
ー
ス
】
入
営
粉
砕
へ
血
撃
開
始
【字
園
訂
論
】
新
納
棟
移
転
阻
h
へ
▽
-/
蘭
遼
甥

シ
ン
.爪
ノ
ウ
ム
〈
第
三
回
〉
公
害
闘
争
く
第
一一回
V
(堺
闘
争
委
)

〈
闘
争
〉
と
〈
創
塩
〉
の
は
ざ
ま
(曹
孝
行
)
▽
占
㎡
/
愛
と
鮮
血

九
月
十

四
日
号

(
一四
八
八
号
)

4
面

【
=

ー
ス
】
入
智
凧
都
実
打
委
結
成
へ
【
遜

計
諭
】
帝
同
-、
朔
冤
臨
へ
き
厳
9
.り
目

譲新
病
棟
修
転
陥
止
闘
争
に
決
起
せ
よ
(
医
掌
郡
自
冶
会
)
▽
公
判
日
桿
授
9
月

公
箭
闘
争
の
新
た
な
質
の
萌
芽
く
最
終
回
V
(堺
闘
魯
委
)

報
告
レ
ノ
ド
・
パ
ー
ジ
〈
第
五
回
岡
山
大
学
〉
▽
映
評
/
無
常

労
働
運
勤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈第
四
回
V
▽
書
酔
/
そ
の
窒
聞
で
僕
は
翫
沙
す
る

九
月

二
十

一
日
号

二
四
八
九
号
)

6
面

【二
」
ー
ス
】
G
闘
委
再
建
さ
る
▽
労
働
運
動
シ
ン
ポ
ノ
ソ
ム
〈
最
rU
>

η
年
と
は
い
か
な
る
時
代
か
〈
最
終
回
〉

(編
粂
部
)

ア
ピ
ー
ル
.ー
人
皆
体
制
粉
砕
に
む
け
て
(京
大
典
行
委
)

う
ら
み
つ
ら
み
に
固
執
し
統
け
る
こ
と
が
情
況
の
製
け
目
を
炬
視
写
る

(小
泉
英
信
)

九
月

■
一
十
八
日
号

(
一
四
九
〇
号
)

6
頂

【ニ
ュ
ー
ス
】
小
西
裁
判
に
全
国
か
ら
総
繕
桀
【学
園
評
諭
】
小
四
裁
判
に
機
力
の
鰹
勢

ア
ピ
ー
ル
/
人
敷
府
庁
更
人
闘
争
か
ら
公
害
闘
争
の
飛
躍
を
(パ
ル
チ
ザ
ン
・
堺
闘
)

報
告
レ
ノ
ド
・
パ
ー
ジ
〈
第
六
回
松
下
講
師
の
処
分
〉
(
野
村
修
)
▽
公
判
日
程
表

入
冒
を
め
ぐ
る
諮
課
題
/
①
地
区
を
給
り
得
た
わ
れ
ら
は

(編
集
鄭
)

劉
彩
晶
支
援
闘
争
か
ら
の
報
告
(連
絡
会
鷹
)

「暴
力
と
数
乱
へ
の
序
逸
一
の
提
届
し
」
も
の
(編
集
耶
)
▽
映
'
/
レ
ノ
ト
・イ
ノ
ト

・
ピ
ー

全
学
新
第
25
回
人
会
議
案
第
一次
草
案

(闘
学
新
書
記
局
)

十

月
五
具

(
一四
一
九
号
)

6
面

【
ニ
ュ
ー
ス
】
三
里
塚
測
量
阻
止
打勤
に
決
起
【
¥
園
評
論
】
P
月
闘
争
に
む
け
て

報
告
レ
ノ
ド
ハ
ー
ノ
〈
第
七
回
滝
田
修
処
分
〉
(縞
集
部
)
▽
総
長
会
見

入
管
を
め
ぐ
る
請
課
題
/
②
〈
民
な
V
の
畢
質
性
に
週
る
た
め
に
(編
集
部
)

入
管
法
ー
第
一回
・睡
史
的
罫
譜
(小
野
誠
之
)

反
戦
か
ら
反
軍
へ
、
反
雛
か
ら
敷
軍
へ
②
(編
集
部
)

生
活
過
程
の
港
ず
を
埋
め
る
も
の
は
ー
コ
ニ
里
堺
の
冬
」
卜
映
に
あ
た
っ
て
(編
集
部
)

月
刊
「
地
壊
闘
争
」
創
刊
に
よ
せ
て
(編
集
溺
)▽
コ
く
凸
ー
ン
ー0
、
11
月
ス
ケ
ジ
一一
ー
ル

十

月
十
一
一臼
【号

(
一
四
九
二
)

6
面

【
二
'
ー
ス
】
10
・
8
闘
争
の
地
平
を
碓
認
【学
園
評
論
】
階
級
双
防
戦
の
勝
利
へ

三
里
塚
現
地
よ
り
(全
学
導
現
闘
本
部
)
▽
公
判
日
程
義

入
管
法
-
第
二
回
・法
的
鑓
問
題
Φ

(小
野
磁
之
)

第
}
期
叛
軍
闘
争
の
総
沽
と
A「後
の
課
題
(燕
木
瞳
)
▽
雑
曲
撫
貝
/
探
検
第
E
帰

十

月
十
九
日
号

二
匹
九
三
号
)

6
面

【ニ
ニ
ー
ス
】佐
藤
訪
米
・
国
遅
出
席
阻
止
へ
▽
沖
縄
-
現
地
ル
沢
に
同
け
て
(編
集
邪
)

報
告
レ
ノ
ト
・パ
ー
ジ
〈
最
総
回
総
拮
と
し
て
V
▽
人
営
江
-
最
終
回
・
涼
的
諭
問
題
②

ル
ホ
中
国
/
弟
一
回
・
中
国
人
民
の
日
常
(窟
天
訪
中
グ
ル
ー
プ
)

(
流
民
〉
覚
書
-
越
境
、
そ
し
て
趣
境
の
果
て
に
く
上
V
(寺
沢
正
)

照
賞
小
説
第
一
次
選
考
評
〈
士
〉
(綿
染
恥
)

〈
存
在
V
の
解
放
に
向
け
て

(コ
ミ
ュ
ー
ン
ー0
・
11
月
学
生
姿
員
会
)

十
月

二
十

六
日
号

二
四
九
四
鰯
)

6
面

【二
一ー
ス
】
10
・
21
・
鮮
烈
な
突
撃
【
字
園
評
論
】
全
学
新
人
会
に
同
け
て

報
告
10
・21
闘
争
ー
果
参
ての
①
(編
集
部
)
▽
書
辞
栗
原
蓮
男
写
真
報
告

〈
流
罠
〉
覚
書
〈
中
〉
(寺
沢
正
)
▽
魯
び
「
民
工
に
抗
し
」
(立
命
鋸
茂
学
邪
評
瞬
会
)

ル
ポ
申
国
/
弟
二
回
。
教
育
単
命
①
(京
大
訪
中
グ
ー
ル
プ
)

賭
君
の
不
五
嬢
が
何
で
あ
れ
・
(B
・
P
・P
国
防
相
ビ
ュ
ー
イ
・
P
・
一=
ー
ト
ン
)

〈
存
在
V
の
解
放
に
向
け
て

(コ
ミ
ュ
ー
ン
P
・
11
月
巣
生
聾
員
会
)

十

一
月

二
日
号

(
西
九
喜
」

6
圓

【ニ
ュ
ー
ス
】
北
窩
L
木
軍
演
習
を
阻
U
【
乍
園
計
論
】
沖
縄
困
政
参
釦
込
争
物
酔
へ

三
畢
塚
は
何
を
語
っ
て
い
る
か

(編
集
齢
)
▽
公
判
日
稗
表
11
月

報
告
節
。21
闘
争
↓
器
尽
そ
の
②
(編
集
齢
)

ル
ポ
中
国
/
第
二
回
教
脇量
命
②
〔京
大
訪
中
グ
ル
ー
プ
V

入
管
を
め
ぐ
る
茜
問
題
/
ゆ
労
働
轟

級
の
弱
さ
の
梅
密
と
し
て

(綴
集
齢
)

仏
ヤ
ネ
ス
ト
の
拡
人
と
限
界
(
(イ
ン
タ
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ
ヴ
ォ
ノ
ィ
オ
ー
ン
蘇
よ
り
)

懸
賞
小
説
第
一
久
選
巧
謡
ヘ
ド
〉
(繍
集
部
)
▽
〈
流
尺
V
α
書
く
ド
V
(寺
沢
工
)

十

一
月
九

B
5
可
(
一四
九
六
号
)

4
面

【ニ
ュ
ー
ス
】
全
戦
線
、
闘
争
箋
に
総
紬
築
【字
園
評
論
】
ト
「
コ
ー、～期
政
勘
入
k
で

報
告
・
北
富
士

(編
集
部
)
▽
ノ
ピ
ー
㍗
三
原
島
校
山
下
敦
諭
の
不
噛
処
分
を
粉
砕
せ
よ

(淡
路
闘
些
聾
員
会
)
▽
滝
田
闘
争
中
間
総
抽
(
士
月
行
動
者
導
盆
)
ル
、
中
国
第
二
回

医
療
革
命

(京
大
訪
中
グ
ル
ー
プ
)

新
た
な
汐
働
運
勤
の
潮
流
を

(頁
天
病
院
労
研
)

十

一
月

一
六
日
号

二
四
九
七
号
)

4
回

【ニ
ェ
ー
ス
】
11
・
15
陣
縄
国
政
参
加
粉
砕
闘
要

【
ダ
園

。、閲】
U
・
⊃
背
帥
総
択
赴
へ

隊
友
反
戦
討
論
公
・
"帝
国
」
覇
革
隊
"
の
中
か
ら
(
ル
陛
海
畷
目
衛
隊
員
)

十

一
月

二
十
[二
日
目
万
〔
一
四
九
八
号
)

2
凹

【二
一
1
ぺ
】
11
・
り,
」総
決
起
集
会
/
11
・
15
抑
縄
・
投
照
宰
イ
コ
ノ
ー
行
動

翁
紳
打

派
口
)
【宇
園
.♂
論
】
淵
縄
選
肇
粉
砕
闘
勢
総
知

十

一
月
三
十
日
号

(
一
四
九
九
号
)

2
回

隊
皮
又
戦
討
卜囲会
・第
}
回
▽
愚
想
の
目
由
な
流
伍
を
(仏
ノ
ト
ー
、ト
速
軸し

パ
リ
織
儲
・
ふ
た
た
び
醜
え
る
闘
い
の
爽
(本
紙
バ
リ
特
辰
員
)

十

二
月
七
日
号

(
一
五
〇
〇
弩
)

⑳
面

(
記
念

特
集
)

十

二
月
十
四
日
号

(休
刊
)

十

二
月
二
十

一
日
号

二
五
〇
一
号
)

4
囚

【
ニ
ュ
ー
ス
】
12
・10
代
戯
員
人
へ
流
会

レ
ー
ニ
ン
ー
義
と
ノ
ロ
レ
4
リ
ア
革
命
〈
下
〉
(由
原
一
)

い
ま
解
体
し
つ
つ
あ
る
も
の
は
何
か
ー
封
瀕
劇
的
漁
劇
論
の
、訊
み
(層
孝
行
)

十

二
月

二
十

八
日
号

二

五
〇
二
ε

2
回

【
ニ
ュ
ー
く
】
令
≠
新
第
二
十
行
回
入
念
を
開
催
【掌
園
ほ
論
】
令
学
霜
人
全
総
拓

'隊
友
反
戦
討
諭
会
・
第
三
回

11㎞晦梱闘け踊伽噸㎞貼甑川㎞叫恥岨脚川脚叩賄㎞卿唄阻川㎞川㎞11"川口山川伽㎞酬伽剛脚㎜脚田11曲1㎜剛㎞噸川印
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京
大
新
.聞
◇

内
容
紹
介

命
矯

朋
)

[[IIIIIII3

情轍化時代をしかλて.

VτRや データ通信の家

庭用端末簸など.謀 電ぽ

質的転換が行なわれまケ。

5年5馬10年 先の高度な

ホームエレクトロニクス

をこ予想し鹿とき●NEG

断貸本電気の企業特性ば

きわだoて きますo'

謹想は無隈です●しかし.

睨実は潜爽な質的転換が

幽要ですoだ から。泓た

ちは理想と現実を混同し

啄い柔執な三更脳を求めて

いるのてす。

"lOを3で 割れる人"求 めます!

NEC新 日本電気は現実派の肌に合う会社です

柔軟な思考のできる人を尊重しまず

精紐イヒ騰代の伽 ムヱレクトロニクス

†翻羅
●お潔∫名いセ先:東 庁都 巷区西新{喬3r目20香4弓 く@105>篭:。舌(03)434-3211本 社総務暫[;

試験時の宿舎は、信用ある京都

受験旅館連盟加盟旅館へ/

宿 泊 料1,300円(受 験 生に 限 り)
一泊 二食 つき(税 ・翠仕科込)

。弁コ御希望の力には調整致します

。付添人同伴の場合、又は二名以上で一至御粍望

の騨含は一泊_食 付2,000～3,000円(税 。炉別)
になります.
・一人一窒は見込み薄で 凱

1■悪質な菜者の甘.ゴに御庄意下乙い.

お 申 し込み は

受験生の住所 ・氏名、受験阜部、イ」添入の有無、到幽 日

時、宿泊 日数を明記の上、予約金(本 人、付添人共一泊

分)を 添 えて、現金書留で下記あてお送 り下 さい。

京都受験旅館連盟

京 都 市左京 区聖護 院川原 町京 郵左京 旅館組 合

郵便番号606
電 塁舌(075)76τ 一2053● 了71-0515
靭務時聞9時 一17時

(⊥雇午歳 ・日曜祭日は休務)
1
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霞が関 ビル22階 で、ひざを交えて
あ す"三井"に ついて話 しあいませんカ

三井石油化学 ぱ、少数精鋭、嵩能率、高賃全

を方針に、日本最初の石油化学メーカーと し

て出発して以来、またたく間に世界に名たた

る企業に発展しま した。いまでは、市場を広

く海外に求め、世界40力 国にまで輸出してい

ます。 その成長のキーワー ドは 「Seekl皿g

tomorrowwit輪 。戚L。singtoday」 です。また、

この姿勢は三井が求める入物像でもありま玄

一度、来社 してみませんか。会社 訪問は大歓

迎です。1足 先に社会に出た、あなたの先輩

も大勢います。三井の求める青年像、三井の

未来などについて議 しあいたいと思います。

9時か ら6時までなら、いつでも結構です

TEL580-3611(代 表)・2010・2011

人 事部直通

難罐〆

三井石油化学工業㈱
東京都千代田区霞力関3丁 目2番5号(霞 力関ピル22階)
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